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JICSTでは,現在商用科学技術文献検索システムのJOIS-Ⅱが稼動中である｡

JOIS-Ⅱは,昭和56年4月のサービス開始以来,対象データベースの拡大,サー

ビス機能の拡大を行ってきており,利用件数が大幅に増加している｡

また近年,情報検索のニーズとして,文献に加え数値情報,一次情報などの

ファクトデータベースがあり,これにこたえるため化合物総合検索システムが

システムテストの段階である｡更にこれらの土台を基に,高度情報社会に対応

するための総合情報処理提供システムを開発中である｡

本稿では,JOIS一Ⅱの近況を述べるとともに,総合ファクトデータベース検索

システムなど,将来計画について紹介する｡

m 緒 言

ニューメディアやINS(InformationNetworkSystem)など

新しいコミュニケーション ビジネス展開の時代になり,コン

ピュータシステムは現代の生活に欠かせないものとなってい

る｡

科学技術の分野でも,近年の科学技術の急激な進歩に伴っ

て,世界各国で発生する科学技術情報は増加の一途をたどり,

膨大な文献情報の中から的確なものをすばやく探し出すこと

は研究者にとっては至難の技であった｡これにこたえるシス

テムとして,世界ではいろいろなオンラインによる文献検索

サービスが行われており,米国のDIALOG(DialogInfor-

mation Service社のオンライン検索システム),SDC社の

ORBIT(On-1ine Retrievalof BibliographicInformation

Time-Shared),BRS社のBRS(Bibliographic Retrieval

Service)などが知られている｡

また近年,情報の所在を示すための文献情報に加え,一次

情報(原著,個人のデータそのものなど)が直接収録されてい

るファクトデータベースに対する需要も高まっている｡主に

化学物質に関する代表的なファクトデータベース検索システ

ムは,米国のCIS(ChemicalInformationSystem),フランス

のDARC(Description,Acquisition,Restitution,Conce-

ption)がある｡

一方,JICST(特殊法人日本科学技術情報センター)は,我

が国の情報サービスの中枢機関として,実験用オンライン情

報検索システムJOIS一Ⅰを昭和51年7月から稼動させた｡JOIS-

Ⅰが英字,仮名文字のシステムであったため,昭和54年2月

から漢字オンライン情報検索システムJOIS-Kによる試験的な
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漢字サービスも始め,昭和54年7月からはJOIS一Ⅰ,JOIS-K

を統合し,かつ機能拡充した本格的な営業システムJOIS一Ⅱの

開発に着手した｡

JOIS-Ⅱは昭和56年4月から営業サービスを開始し,以降順

次改造を加えサービスを拡大してきた｡またJICSTでは,フ

ァクトデータベースをサポートするオンライン検索システム

として,化学物性データを総合的にサービスする総合ファク

トデータベース検索システムの開発も行っており,現在シス

テムテストの段階である｡更に高度情報社会に対応するため

JOIS-Ⅱのエンハンス版であるJOIS-Ⅲを中核として,ファク

ト情報サービスや各種サービス業務の一元化を図った総合情

報処理提供システムを設計中である｡

本稿では,JOIS-Ⅱの現状,総合ファクトデータベース検索

システムの紹介,総ノ針情報処理提供システムの展望,及び今

後の課題について述べる｡

凶 科学技術情報サービスの現状

2.1JOIS-Ⅱ開発当初の概要

JOIS-Ⅱは,科学技術文献情報サービスの本格的な商用シス

テムとして昭和56年にサービスを開始した｡開発時の目標と

しては,当時の代表的なオンライン文献検索システムである

DIALOGやORBITの機能を満足し,更に日本のシステムとし

て,日本人に使いやすい機能のサポート,漢字や仮名表示に

よる国内及び国外で発生する文献情報(JICST科学技術文献

ファイルなど)の日本語抄録付きサービスなどがあった｡また

JOIS-Ⅱは,日本全国の一般の研究者や技術者に世界各国の科
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表lシステム概要 +OIS-Ⅲサービス開始当時との比較を示す｡

項 員 サ ー

ビ ス 開 始 時 現 況

適 用 業 務 オンフィン及びバッチ情報検索とその付帯業務 同 左

デ ー タ ベー ス

(り対象情報･科学技術文献情報,研究情報及び関連情報 同 左
(2)登録数:15データベース 27データベース

約l′508万件
⊥山･､r±=1･+･=ト

約2′900万件

端末及び通信回線

川柄末･漢子及び英･仮名端末(無手順及び制御手順)

(2)通信回線:公衆通信回線及び特定通信回線

(3)通信網:東京センターと全国9箇所にサブセンター設置

漢字及び英字･仮名端末,ただレ(-ソナルコンピュータ端末が

主流(無手順のみ)

公衆通信回線,DDX一丁P通信回線及びVENUS-P経由の海外網

(a)東京センターと全国10箇所にサブセンター設置

(b)DDX一丁P網

(C)海外網

ハ

ード ウ ェ ア

(り中央処‡里装置:HITACM-柑0(補助業務にM-170併用) HITACM-280H(補助業務にM-260D併用)
(2)磁気ディスク装置:H-8589-11(400Mバイトノ/台)48台 H-8598(2Gバイト/台)28台

H-8576=′200Mバイト/台)6台 H-6585(5Gバイト/台)8台

基本ソフトウェア

サービス日

川オへレ一丁インクシス丁ム:VOS3

(2)通信管‡里プログラム:BTAM,BCP
VOS3/ESl(3=ビットアドレッシングオペレーティングシステム)

BTAM,BCP(DDX一丁Pサポート版)
(3)オンライン制御プログラム:TMS-3V

(4)動作モード:オンラインリアルタイム処理
TMS-3V(DDXイPサポート版)

同 左

毎週月曜日～金曜日 月曜日～土曜日
サ ー ビス時間 午前9時～午後6時 午前2時～午後Il時(21時間サービス)

表2 サポートデータベース一覧 現在サポートしているデータベース数は27に達L,総データ量は2′908万件になる｡また海外向けに+K)ST系

英文データベースのサービスも開始Lた｡

(a)JOISデータベース

1987年l月現在

区 分･ ファイル名 収録期間 収録件数 対 象 分 野 サポート状況

+

l

C

S

T

系

+lCST科 学技術文献 フ ァ イ ル I975 年4月 ～現在 約50万イ牛/年 帯斗学技術全蝦 ◎
+lCST国内医学文献フ ァ イル 1981 年4月 ～現在 約6万 イ牛/年 医学･生物科学 ◎
+lCST科 学技術研究情報ファイル 1979 年4月 ～現在 約3万イ 牛/年 科学技術全般 ◎
+lCST公共資料フ ァ イル

､占呂/､‾

1983 年4月 ～現在 約4′000イ牛./年 科学技術全般 ○
+】CST･ 芋 岬 学 ファイル央文 1985 l

～王 土
､､16万

/ ミ学 術 学･ 勿ミ学

国

内

日刊工業産業情報ファイル
A

1983 年4月 ～現在 約3万件 /年 科学技術全般 ○
賞 品 産 業 情 報 フ ァ イ ル 1985年 4月 ～現在 約4′000イ牛′/年 食品産業 ○
大阪都市工学情報フ ァ イ ル 1970年4月 ～現在 約4′000イ牛/年 都市工学 ○

導
入

MEDJINE 医 学 文 献 フ ァ イ ル 1972年l月～現在 約30万イ /年 医学･薬学 ◎
CASEARCH化学文献 フ ァ イ ル 1977年 l月 ～現在 約46万イ /年 化学･化学工業 ◎
TOXLINE毒 性 文 献 フ ァ イ ル 1977年l月 ～現在 約16万件 /年 毒物学とその関連分野 ◎
B10SIS 生 物 学 文 献 フ ァ イ ル 1979年】月 ～現在 約36万件 /年 生年勿学･生物科学 ◎
CAB農 学 文 献 フ ァ イ ル 1979年l月～現在 約16万件/年 農学とその関連分野 ◎

デ

l

タ

COAL石 炭 文 献 フ ァ イ ル 1978年7月～現在 約l.5万件/年 石炭とその関連分野 ○
CANCERL【Tが ん文献 フ ァ イ ル 1963年l月～現在 約5万件/年 がんとその関連分野 ○

ベ FSTA食品科学技術文献ファイル 1981年l月～現在 約2万件/年 食品科学 ○
】 lNSPEC物‡里･電気文献ファイル 198】年l月～現在 約ZD万件/年 物理学･電気工学とその関連分野 ○
ス

NTIS研 究 報 告 フ ァ イ ル 1981年1月～現在 約7万件/年 自然科学･工学 ○
lNIS原 子 力 文 献 フ ァ イ ル 1976年l月～現在 約9万件/年 原子力とその関連分野 ○
EMBASE*医学･薬学文献ファイル 】980年l月～現在 約25万件/年 医学･薬学 ○

lRRD道 路 文 献 フ ァ イ ル 19引年l月～現在 約l.5万件/年 道 路 ○

注:* EMBASE及び(b)表のMAJIMETは,ESP BV/Excerpta Medicaの登録商標である｡

(b)+OIS検索補助用データベース

データベース名 内 容 サポート状況

+lCST科学技術用語 +lCST系(科学技術文敵国内医学,科学技術研究情報,公共資料)ファイルに使用されている統制語キーワ
◎シソーラスファイル ードが収録されている｡+lCST系ファイルを検索するときのキーワード選択に利用できる｡

+lCST資料所蔵 ｢+lCST資料所蔵目希+をデータベース化Lたもので,雑誌名やISSN,CODENなどからこのファイルに
◎目･録ファイル よって+lCST資料番号が分かる｡

CASNAME

化合物ファイル

毎週発行されるCASEARCHファイルの中から+lCSTが化合物名の巻末索引語部分だけを抜き取って作

◎成するものである｡したがって,このファイル中の化合物名はCASの正式名称だけから成り,同義語は

含まれていない｡

MeSH,医学用語ファイル

NLM系〔MEDLINE医学文献,TOX+=服毒性文献(NLM作成部分),CANCERL什がん文献〕ファイルに使

◎用されている統制語キーワードが収録されている｡NJM系ファイルを検索するときのキーワード選択に

利用できる｡

MALIMET*

用語ファイル

EMBASE医学･薬学文献ファイルに使用されている統制語キーワードが収録されている｡EMBASEファ
○イルを検索するときのキーワード選択に利用できる｡なお,冊子体(シソーラス)は,刊行されていない｡

注:◎ サービス当初からサポート,○ 追加サポート (a)表,(b)表共通

略語説明 CAS(ChemicalAbstracts Service)
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学技術情報,研究案内情報などの情報をサービスすることを

目的としており,オンライン検索サービスを軸に,回答書を

郵送するオフライン検索サービス及びSDI(Selective Dis-

semination ofInformation)検索サービスなど付帯サービス

機能をも備えている｡通信回線網は東京センターと全国9箇

所にサブセンターを設置してあり,これら通信網の各ノード

には公衆回線を集信する集信装置を設置している｡これは,

公共的見地から全国どこからでも均等なサービスを受けられ

るようにとの配慮による｡

また端末装置のうち,特に公衆回線使用の漢字端末は,日

本電信電話株式会社,日本特許情報センター,日本経済新聞

社,国立国会図書館及びJICSTの5機関で標準仕様を定めた

ものを用いた｡

2.2 現在までの機能拡充

そもそもJOIS一Ⅱは,日本の科学技術情報サービスの中枢と

して,JOIS-Ⅰ,JOIS-K開発の経験を生かしながら,対象デ

ータベースの拡大,サービス機能の拡大を図るために開発さ
れた｡

また利用件数の大幅な増加,ユーザーの多様なニーズにこ

たえるため,JOIS-Ⅱのデータベース数,検索コマンド数,回

線種別の増加などは予測されたことであった｡

以下に,JOIS-Ⅱの昭和61年12月時点での機能及び規模を機

能拡充項目を中心に述べる｡

(1)システム全体の概要

JOIS-ⅠからJOIS-Ⅱになって以来,利用件数が大幅に増え

ており,トランザクション数の増加は5年間で約3倍にも増

えている｡このことにより,中央処理装置はサービス開始時

のHITAC M-180からHITAC M-280Hにグレードアップし

た｡またデータベース数の大幅な増加に伴い磁気ディスク装

置は大容量かつ高速のH-6585(5Gバイト/台)及びH-8598(2
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Gバイト/台)に移行した｡更に海外サービスのために,1日,

21時間運転を実施した｡

表1に,システム概要をサービス開始当時との比較で示す｡

(2)データベース

サービス開始以来,毎年データベースの数を増加させ昭和

62年4月現在で27に達し,まだ今後も増加する予定である｡

サポートデータベースの種別を表2に示す｡

特にこの数年,日本国内で発生する科学技術文献に対する

欧米の関心は日増しに高まりを見せ,日本からの情報提供を

望む声も聞かれるようになった｡このような情勢を踏まえ,

JICSTは日本で発生した科学技術情報を広く海外に提供する

ことにした｡その際の最大の問題点である言語障壁を解決す

るため,JICSTファイル(JICST科学技術文献ファイル)と

JMEDICINEファイル(JICST国内医学文献ファイル)をベー

スにJICST科学技術医学文献ファイル(英文)を作成した｡

このJICST英文データベースは,日本で発行される科学技

術関係及び医学関係の文献でJICST,JMEDICINEファイルに

収録されているものから構成されており,収録項目は英文標

題,英訳キーワード,分類コード,ローマ字表記の著者名,

著者所属機関名,英文又はローマ字資料名,英文抄録などで

ある｡英文抄録については,当初は部分的に収録されている

だけであるが,逐次,抄録付き記事件数の増大を図り,今後

自動翻訳システムの活用される段階に達したとき全件付与す

る予定である｡

国=に,JOIS-ⅡによるJICST科学文献ファイルの検索例を

示す｡

(3)通信回線網

JOIS-Ⅱはサービス当初から全国的にサブセンターを設け,

オンラインサービスの地域格差を少な〈してきたが,更に日

本電信電話株式会社が第2種パケット交換サービス(DDX-

検索対象範囲

2,739,729(23:00まて

1664 + 蓄積件数

｢半導体+に関する文献の集合を作成

｢光ファイパ+に関する文献の集合を作成

｢技術開発+に関する文献の集合を作成

上記の論理積をとった文献の集合を作成

文献の内容を1件70リント
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図lJOIS-Ⅲの会話例

+lCST科学文献ファイルを日

立製作所のパーソナルコンピュ

ータ端末B-16で検索Lた結果で
ある｡

11



406 日立評論 VO+.69 No.5(1987-5)

TP)を行うに当たって,通信管理プログラム〔BCP(Basic

ControIProgram),BTAM(Basic Telecommunications

AccessMethod)〕などを改修することによりこれをサボ+卜

し,遠隔地からも安価にオンラインサービスを受けられる体

制作りを行った｡また,主に英文データベースの海外サービ

スを目的として,VENUS(ValuableandEfficientNetwork

UtilitySeⅣice)一P経由の海外網との接続も行っている｡現在

米国,イギリス,西ドイツ,フランス,韓国に情報サービス

提供のための代理店を設営しており,更にネットワークを広

げる予定である｡JICSTでのDDX-TPサポートの特長は,ベ

ーシックな通信管理プログラムであるBTAM(BasicTele･

COmmunications Access Method)でサポートしたことであ

り,端末利用者及びシステム運用者の便利を図るため,以下

の機能も持っている｡

(a)課金区別のための回線速度識別機能サポート

(b)海外からのデータベース利用権チェックのための国内･

国外識別機能サポート

(c)各国の網ごとにPAD(Packet Assembly and Disas-

中
央
処
理
装
置

(
H
-
T
A
C

M
･
2
8
0
H
)

通
信
制
御
処
理
装
置
M

通
信
制
御
処
理
装
置
M

軌

モ
デ
ム
付
き

N

C

U

T

D

M

DDX-P網

公衆電話回線

モ
デ
ム

マ
ル
チ
プ
レ
ク
サ

特定通信回線
9,600bps

公衆電話回線

VENUS-P網

端末

｢‾‾こ

Sembly)のパラメータをホスト側から書き替えることにより,

端末からの書替えを不用にした機能のサポート

図2に通信回線網の構成を示す｡

(4)端末装置

漢字出力可能な安価なパーソナルコンピュータ端末が普及

していることもあり,特定回線端末は廃止した｡現在は特定

端末T【590/30の代替として,自動立上げ,パスワード入力及

び特定端末イメージのスクロール機能を備えた日立製作所の

パーソナルコンピュータ端末B-16によりサービスしている｡

また支所,専門センター以外の一般ユーザーでもパーソナル

コンピュータ端末が主流となってきている｡

表3にJOIS-Ⅱの端末装置の一覧を示す｡

B 科学技術情報サービスのニーズ

3.1最近の動向

JOIS-Ⅱシステムは,国内外のデータベースサービスの質･

量の向上に対応するため,常にエンハンスを繰り返してきた｡

一方,黄近になっては我が国でも文献情報の検索だけでなく

端末 公衆無手順

公衆無手順

支所の構成

マモ

ルデ

テル
70

レ

…化+

端末

VEN]S-P接続の海外ネットワーク
海外公衆網

端末

公衆無手順

公衆無手順

T

D

M

モデム

モデム

_+

公衆電話回線

注.:略語説明

モデム(変復調装置)

NCU聯岡制御装置)

TDM(多重集配信装置)

VENUS-P(Va山ablea[d

図2+OIS-Ⅲの通信回線網 海外サービスのため,VENUS-P経由の海外ネットワークのサポートを行った｡

表3+OIS-Ⅲの端末装置一覧 パーソナルコンピュータ端末の追加に伴い,特定回線端末は廃止Lた｡

Efficient Nelwork

Ut川ty Service-P)

種 葉頁 通 信 回 線 制御手順 通信速度 機 種 例 サポート

パーソナル

コンピュータ

公衆電話回線

無手順

l′200bps B-16(支所･専門センター用) (⊃
300bps

B-16,2020など

○
DDX一丁P l′200bps

300bps (⊃
VENUS-P経由公衆回線

公 衆 漢 字端 末

公衆電話回線

無手順

300bps HT-5217など ◎
DDX一丁P し200bps

300bps
HT-5217など ○

VENUS-P経由公衆回線

公衆英字･仮名端末

公衆電話回線

無手順

300bps Silent745など ◎
DDX一丁P l′200bps

300bps
HT-5217など ⊂)

VENUS-P経由公衆回線

特 定 漢 字 端 末 年､定通信回線 HSC3 2′400bps HT-590/30など(支所･専門センター用) ×

特定英字･仮名端 末 年定通信回線 HSC3 2′400bps H-94I5など(支所･専門センター用) ×

注:◎(サービス当初からサポート),○(追加サポート),×(廃止)
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本格的な商用ファクト検索システムの要求,新たな情報提供

メディアのサポートなどを取り込んだ総合検索システムが求

められてきている｡

JICSTでは,こうした動向にこたえるため,また情報産業

の中枢機関として,我が国情報産業の基盤を作りあげる役割

を果たすためにも,昭和56年から総合ファクトデータベース

検索システムの開発,及び昭和60年から総合情報処理提供シ

ステムの開発に着手している｡

3.2 総合ファクトデータベース検索システムの開発

(1)システム開発の基本方針

この世に存在する実体は,すべて化学物質であり,それら

は我々の衣食住に深いかかわr)を持つとともに,重化学工業

でも極めて重要な役割を演じている｡

更に,多様な化学物質が有意な量で生産,使用されるよう

になった結果として,それらが環境や生体に及ぼす影響を知

ることや,この立場からの科学的知識と,生産や取扱いに関

する法規制の知識などが,多くの活動で不可欠とされている｡

これらの観点から,化合物の諸情報に関するデータベース,

及びそのオンライン利用システムの形成には強いニーズがあ

る｡

既存のこの種のデータベースには,物質の名称,構造を収

録する辞書データベースと,物性,商品情報,規制情報など

を収録する各種のファクト データベースがある｡しかし,我

が国では,このような化学物質データベースの必要性は指摘

されているものの,本格的な商用システムはまだ存在せず,

ユーザーは,既存の海外システムを利用しているのが現状で

ある｡

このような見地から,科学技術振興調整費(科学技術庁)の

プロジェクト｢ネットワーク共用による化合物情報等の利用

高度化に関する研究+で化合物総合データベースシステムの

開発が昭和56年度から61年度の期間で行われてきた｡

JICSTでは,この開発プロジェクトのうち,化合物辞書デ

ータベースとファクトデータベースの熟物性データベースの

開発を担当し,現在はこのシステムに質量スペクトルなどの

データベースの追加を行い,我が国初の本格的な商用総合フ

ァクトデータベース検索システムを稼動させようとしている｡

(2)システム概要

総合ファクトデータベース検索システムは,周3に示す構

成を持っている｡

図3中のサブシステムは,各々化学物質に関する独自の検

索要求を満たすために作成されたサブシステムである｡この

うち,JICSTと日立製作所は,以下のシステムを共同で開発

してきた｡

(a)データベースシステムマネージャ

各機関が作成するサブシステムであるファクトデータベ

ースを,簡易なインタフェースで結合利用できるように作
られたミドルソフトである｡

本サブシステムは,TMS-4V/SP(TransactionManage･

mentSystem-4V/SystemProduct)の下に作成されること

により,既にJOIS一Ⅱシステムなどで踏襲されてきたJICST

独自の会話形式を保ちながら,高速で信頼性の高いシステ

公衆
電話網

公衆無手順端末
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注:略語説明
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VOS3(VirtuaトstorageOperat‥1gSystem3)

∨TAM(Virt]alTelecommu【icationsAccess Method)

NCP(NetworkControIProgram)

TMS-4V/SP(TransaotionMa[agementSystem-4V/SystemProd]Ct)

図3 化合物総合検索システムの構成 化合物総合検索システム

では,高遠で信頼性の高いシステムを実現するためオンラインコントロ

ールプログラムにTMS-4V/SPを採用している｡

ムの構築を実現している｡

(b)化合物辞書検索システム

目的とする化学物質の名称と構造を蓄積するデータベー

スを持ち,グラフィックデータによる構造検索及び回答出

力を可能とする｡

これらの二つのシステムを利用した検索回答出力例を図4

に示す｡

(3)グラフィックデータ入出力

本システムの主要な機能として,グラフィックデータの入

出力がある｡公衆電話回線網を利用した端末仕様は,海外デ

ータベースの英字グラフィック端末仕様がCAS(Chemical

AbstractsService),DARCなどのシステムで確立されていた｡

そこで本システムでは,既存の英字グラフィック端末仕様と

JOIS-Ⅱシステムなどの漢字キャラクタ端末仕様を統合し,化

合物システム公衆漢字端末仕様を提示した｡現在,日立製作

所ではパーソナルコンピュータ端末B-16でこの端末仕様を満

足し,またH-8173漢字プリンタでグラフィック中央出力を行

っている｡

3.3 総合情報処理提供システムの開発

(1)システム開発の基本方針

JICST総合情報処理提供システムは,既存情報資産を活用

しながら最新技術を積極的に採り入れることによって,海外

ユーザー,国内の個人ユーザーなど,新たな需要の増大を目

指している｡このため,現在JICST内に各々に存在する業務

システムを統合,自動化し,更に増大するデータ量に耐えら

れるシステムの構築が計画されている｡

また本システムの中核となるオンライン情報検索システム

13
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化合物辞子音換索システム

ニッカシ'ALL オフライン

【0001】

SN=+1.592G(C)

RN=59一∃0-5

分子式=Cl｡HlウN706

分子崩= 441.405

イ本系名=N-[4-[[

メチル]アミノ

ト
ガド

+ICST[OPY-RユGHT

(2-アミノー1,トジヒドロートオキソプチリジンー占一イル)

]ベンゾイル]

t/
‥‖”

‖H

慣用名=乗髄
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慣用名=N-[4一[[(2
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ダルクミン較

/

/C

00H

(CH2)zCOOH

+
ン
酸

acjd

Am川○一1,4-dihyd｢ロー4-0×DPter仙n一ムーyt)methyし]

L-gLutamjc acjd

87.02.12 PAG〔

JOIS-Ⅲでは,速報性と網羅性を重視した文献データベースの

拡充を図るとともに,各種支援辞書などの充実によるデータ

ベースの質及び量の向上,日本語テキスト処理の実現,ファ

クトデータベースとの結合を推進し,既存のJOIS-Ⅱシステム

では実現できなかった新しい概念に基づいた機能の実現を図

ろうとしている｡

(2)開発での課題

オンライン情報検索システムJOIS-Ⅲでは,システム規模の

拡大で,同時接続端末台数300台,最大接続可能DB(データベ

ース)数300DB,1DB当たりの収録件数1,000万件のサポート
を目指している｡

更に機能面では,以下に示す主要機能が挙げられている｡

(a)近接演算機能

文献情報のセンテンス,フィールド(段落)内での語の位

置情報をもとに,検索語間の関連性及び相対関係を意識し

た検索を実現する｡

(b)マルチファイル検索

複数のデータベース間で,同一の検索語又は検索質問式

の実行を可能とする｡

(c)自然語検索

利用者は自然語を端末から入力することによ-),対応す

る統制語を利用できるようにする｡

(d)渡り検索

文献データベースとファクトデータベースなど異なるデ

ータベース間で検索集合を共用することによl),横断的検

索を実現する｡

(e)ダウンロード

検索によって得られた回答結果を,端末側での再処理を

意識した形式で編集し,出力する｡

(f)JICST書誌データベースの提供

JICSTデータベース情報の一部作成工程を自動化し,書

誌データだけで先行してサービスすることにより､データ

ベース提供の速報性と網羅性を向上する｡

以上の例に示す機能を取り込むことにより,JICSTでは昭

和64年稼動を目指して海外,国内のデータベースシステムに

14

図4 化合物総合情報シス

テムの回答出力例 回答

出力構造図は,オンラインプ

ログラム内で結合テーブル表

から作図Lている｡

対し十分な競争力を持つシステムの機能設計を行っている段

階である｡

田 結 言

以上,JOIS-Ⅱの近況報告と総合ファクトデータベース検索

システムについて紹介した｡JOIS一Ⅱはサービス開始後も不断

の拡張を行ってきたことにより,海外ユーザーの獲得も含め

利用件数の大幅な増加を果たしてきた｡また文献情報だけで

なく,物性,数値情報も総合ファクトデータベース検索シス

テムにより,近々実現する予定である｡

更に,JICSTでは,JOIS-Ⅱのシステム限界を取り除き更に

多種多様なニーズを取r)入れ,機能拡充したJOIS-Ⅲの開発,

及びJOIS一Ⅲを中核とする総合情報処理提供システムを計画

中である｡また,これからの高度情報社会に対応していくた

めの課題として,海外サービスをいっそう積極的に進めるた

めに,日英翻訳の補助的手段としての機械翻訳システムの有

効利用,利用者の裾野を広げるとともに,現利用者の便利を

図るための各種ネットワークへの参入,二次情報だけでなく

一次情報のオンライン提供など,まだまだ実現に閲し検討し
なければならない分野が残されている｡

終わりに,これらのシステム建設及びその後の拡張のため

に,御指導,御協力いただいた関係各位に対して深く感謝す

る次第である｡
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